
平成3年度地まき増殖ホタテガイ実態調査

地名政仁 ･永峰文洋 ･佐藤恭成 ･相坂幸二 ･田中俊輔 (水産増殖センター)

佐藤 敦 ･苫米地昭一 ･三津谷正 ･二木幸彦 (青森地方水産業改良普及所)

高橋克成 ･榊 昌文 ･山中崇裕 ･黄金崎栄一 (むつ地方水産業改良普及所)

本調査は､平成2年度産のホタテガイを対象に､平成3年9月26日から12月3日の間に陸奥湾内11

漁協 ･支所において実施した｡

調査方法は､桁網を用いて放流漁場内を曳網し､入網 したホタテガイの生死､及び大型底生生物数

を計数した｡また､生員のホタテガイ50個体については成長状況､異常員の有無について測定した｡

実施に当たり､ご協力いただいた関係漁業協同組合の方々にお礼を述べる｡

結果及び考察

各漁協 ･支所からの聞き取り調査によれば､平成2年産員の放流実績は表1のとおりであった｡

表 1 平成2年産員の漁協 ･支所別放流枚数

漁協.支所 年 内 放 流 .年 明 放 流
備 考放流枚数 (枚) 放 流 時 期 放流枚数 (枚)

放 流 時 期平 舘 村 0 0
蟹 田 町 0 0蓬 田 村 14,896,760 12月 0

後 潟 0 2,979,000 3月4日～6日三l三一ヨ森市 奥

内油 川沖 館 000
001,000,000 4月青 森 0 800,000 4月造

道原 別野 内 000 2,580,00002,270,000 3
月3月久乗坂 0 4,870,000 3月小 計 0 ll,520,000

辛内町 土 屋茂 浦浦 田東田沢小 湊括水川 0000
00 000000小 計 0 0野辺地町 7,183,672

6,980,144横 浜 町 0 2
0,028,000 3月25-30日む つ 市 0
12,304,,510 3月27-29日田 名 部 0 ll,610,000 3月10-15日川 内 町 107,255,000



放流を実施したのは全湾で13組合 ･支所で､放流数は約2.2億枚となり､昨年度と比べ約2.2億枚

減少した｡このうち年内放流は約1.3億枚 (58.9%)､翌春放流は約9千万枚 (41.1%)であった｡

各漁協 ･支所ごとの調査結果を表2に示した｡

全湾平均の殻長は7.8cm､全重量は51.9g､軟体部重量は14.1gであった｡昨年度と比べると全て

の項目で増加した｡

全放流数に占めるへい死員､異常生貝､正常生貝の割合組成を図1に示した｡正常生員の割合は､ほ

とんどの組合 ･支所で90%を越えており､全湾平均では92.6%となり過去最高となった｡また､へ

い死率の割合でも全湾平均で4.8%と昨年度 (32.5%)と比べるとかなり向上した｡

なお､調査でホタテガイと同時に入桐した大型底生生物については､100m2当たりの個体数に換算し

て表3に示した｡

表2 地まきホタテガイ実態調査結果 (平成2年産貝分)

I董 I董畿轟I重量{ 徽曽生員 韓繍死員 生残雷 へい死霊鼻曽員dI徽雷 雷嶋義貞 脆轟嶋雷嶋 雷嶋全霊A 亨嶋徽体鴨徽体鴨暮 Jt 全景漉義に館する比尊 く鴬)
ht･支所 月t) 嶋新Pイブ ff徽(d) く換) (橡) (%) (%)く生員や)(%) (cA) 最長 (cA) (f) 暮JL(f)徽食 (%)

へい死員 鼻曽生員 王曽生員
蓮田村 10.4中央の区il年 内中央の区i2 車 内中央の区i3 年 内中央の区i4 年 内
合 計

捷淑村 12.3 岸鵬年 fFl沖蘭年 明
合 計

野内支所 10.8 州 年 明

沖嘱

合 計

久脚 10.8 沖闘 牛 明

雄鋼

合 計

野辺地町 11.28 未明 沖綱 車 明

未明 摩蘭 年 明

小 計

11.28 明前 沖闘 牛 内

職 棚 年 内

小 計

合 計

欄訴町 9.26 沖綱 車 明

輝鵬 年 明

合 計

田名称 9.26 沖闇 年 明
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61 62 63 1 2図2 各年産員の正常生員率

､異常員出現率の推移 (年産貝)今回の調査結果では､ここ数年みられていた高いへい死率や異

常員出現率がみられなかった｡これは､平成2年産椎貝の放流時の異常員出現率が少なかったこと (平成

2年秋季ホタテガイ実態調査時)､また､放流後のポリドラによる被害や夏季の高水温にみまわれることがなかったこ

とによるものと考えられる｡今後､現在の成長程度がこのまま維持されると､全湾の放流数は

少ないものの再捕時にはかなりの成

績が期待できるものと推察される｡一方､今年の地まき員の再捕状況 (主に昭和63年産員)を見る

と､かなりの減産となっている｡このことは､63年産椎貝の放流時の異常員出現率がかなり高かったこ

と (昭和63年秋季ホタテガイ実態調査時)､および図2に示したように､放流後1年後の調査結果が最も悪く､当時から指摘されていた

再捕時の成績低下が現実となった｡これらのことから､まず､地まき員の放流用種苗は､良い物を厳選することが､その後の成績

を大きく左



表3 大型底生生物入網数 (100m2換算) (個体)

-

)
6
9
-

漁協 .支所 場 所 ヒト イト スナ モヽヽ ア ク 辛夕 エゾ ツ● 辛夕 ヒメ ナ アカ エゾ マ チカメ -一ツ エイ類 カI.■■■類 カ カ ス求ヤ タコ棉 プンプ AE1計マ辛ヒ ヒ ジヽ カヒ モヒ ムラサ ノフヾン 刀ル サンヽ エゾ ガ ザラ イシカヽヽ ナマ ヨウ 言 ボンヒ レイ シノヾン P(個ト ト ガ ト ト 辛ウ ウ ウ :/ヨ ポ ■ヽl-■■シ ガ ゲガ チヅ ト 体一一●7

~ 一一◆7~ 〟丁 イ チ ～7● -■ ー■- -一■一 ウ ラ イ イ コ ンキ チ 類 ク ーヽ蓬 田 村 中央の区画1中央の区画2中央の区画3中央の区画4 1.570.300.402.72 0.30 0.301.20 2.8212.6130.8422.21 18.510.300.40 0.31 17.42ll.21115.87 4.083.902.403.63 1.251.201.36 0.80 0.310.40 0.30 0.45 3.63 28.8635.4448.8649.86

後 潟 村 岸 側沖 側 3.223.23 2.645.17 4.9817.46 6.15 4.10 1.170.65 4.102.59 2.93 8.20 37.

5029.10野 内 支 所 岸 側沖 側 0.77 4.121.29 1.032.06 7.894.12 0.34 3.433.60 1.371.03 1.03 0.26 0.2

6 1.721.03 0.34 21.2814.42久 栗 坂 支 所 沖 側岸 側 0.562.25 0.561.00 1.5024.8027.28 1.41 6.205.01 0.281.75 0.25 0.25 0.50 33.8139.79野 辺 地 町 木 明 沖側木 明 岸側明前 沖側明前 岸側 18.39ll.2413.0421.05 1.120.72 0.33

3.342.250.72 0.33 6.694.494.353.01 2.01 0.330.723.0157.5351.6940.5862.41 1.342.252.173.01 1.341.127.52 4.357.872.177.52 0.331.12 0.72 5.07 96.3283.1570.29107.52横 浜 町田 名 部むつ市 (大湊)むつ市 (浜奥内)川 内 町脇 野 沢 村合計 (個休 ) 沖 側岸 側沖 側沖 側岸 側中 央岸 側沖 側本村A区 沖本村A区 岸瀬 野 区 沖瀬 野 区 岸 6.769.015.634.4630.132.825.099.367.5512.815.613.20181.18 7.080.1816.38 3.165.151.690.810.280.913.4310.896.8647.42 10.820.642.251.130.361.370.341.60179.85 0.180.52 0.230.340.960.270.232.03 3.94ll.2759.ll 6.42 0.280.917.42 ll.720.644.8617.3837.074.562.061.920.801.83354.68 0.180




